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(57)【要約】
【課題】免疫凝集反応を利用して、微小量の試料中の被
検査物質を迅速、簡便かつ高精度に測定または検出する
測定チップ、測定システムおよび測定方法を提供する。
【解決手段】透明基板と、前記透明基板上に形成され試
料液が導入される導入路と、前記導入路中の試料液に電
場を印加するための一対の透明電極と、を備え、生物学
的特異的反応物質の存在下、前記生物学的特異的反応物
質と特異的に反応する物質が固定された担体粒子を含む
試料液中に電場を印加し、前記担体粒子を直線的に配置
した後、前記電場印加停止後の前記担体粒子の凝集およ
び分散の割合によって検出又は測定する。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
試料液中の生物学的特異的反応物質を、前記生物学的特異的反応物質の存在下、前記生物
学的特異的反応物質と特異的に反応する物質が固定された担体粒子を含む試料液中に電場
を印加し、前記担体粒子を直線的に配置した後、前記電場印加停止後の前記担体粒子の凝
集および分散の割合によって検出又は測定するためのチップであって、
透明基板と、前記透明基板上に形成され試料液が導入される導入路と、前記導入路中の試
料液に電場を印加するための一対の電極と、を備え、
前記電圧を印加するための一対の電極が、透明電極であることを特徴とする生物学的特異
的反応物質の測定チップ。
【請求項２】
前記一対の透明電極が、前記導入路を挟み込んで対向して配置されていることを特徴とす
る請求項１記載の測定チップ。
【請求項３】
前記透明電極が、ＩＴＯであることを特徴とする請求項１記載の測定チップ。
【請求項４】
前記導入路中に、試薬があらかじめ担持されていることを特徴とする請求項１記載の測定
チップ。
【請求項５】
試料液中の生物学的特異的反応物質を、前記生物学的特異的反応物質の存在下、前記生物
学的特異的反応物質と特異的に反応する物質が固定された担体粒子を含む試料液中に電場
を印加し、前記担体粒子を直線的に配置した後、前記電場印加停止後の前記担体粒子の凝
集および分散の割合によって検出又は測定するためのチップであって、
透明基板と、前記透明基板上に形成され少なくとも血液成分が含まれる試料液が導入され
る導入路と、前記導入路中の試料液に電場を印加するための一対の電極とを備え、
前記電圧を印加するための一対の電極が、透明電極であることを特徴とする生物学的特異
的反応物質の測定チップ。
【請求項６】
前記導入路中に、前記試料液中の血球成分を補足し、前記試料液中の液体成分のみを通過
させる構造物が存在することを特徴とする請求項５記載の測定チップ。
【請求項７】
試料液中の生物学的特異的反応物質を、前記生物学的特異的反応物質の存在下、前記生物
学的特異的反応物質と特異的に反応する物質が固定された担体粒子を含む試料液中に電場
を印加し、前記担体粒子を直線的に配置した後、前記電場印加停止後の前記単体粒子の凝
集および分散の割合によって検出又は測定するためのシステムであって、
透明基板と、前記透明基板上に形成され試料液が導入される導入路と、前記導入路中の試
料液に電場を印加するための一対の電極とを備えた測定用チップと、
前記電極に電圧を印加する手段と、
前記導入路中の情報を取得する検出手段と、を備え、
前記電極が透明電極であり、かつ前記検出手段が前記透明電極を通して前記情報を取得す
るよう配置されていることを特徴とする生物学的特異的反応物質の測定システム。
【請求項８】
前記検出手段が、画像情報取得手段であることを特徴とする請求項７記載の測定システム
。
【請求項９】
前記検出手段が、光学的測定手段であることを特徴とする請求項７記載の測定システム。
【請求項１０】
前記光学的測定手段が、吸光度スペクトルまたは透過率スペクトル測定手段であることを
特徴とする請求項９記載の測定システム。
【請求項１１】
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前記光学的測定手段が、特定波長の吸光度または透過率測定手段であることを特徴とする
請求項９記載の測定システム。
【請求項１２】
前記光学的測定手段が、散乱光強度測定手段であることを特徴とする請求項９記載の測定
システム。
【請求項１３】
前記電圧が交流電圧であることを特徴とする請求項７記載の測定システム。
【請求項１４】
試料液中の生物学的特異的反応物質を、前記生物学的特異的反応物質の存在下、前記生物
学的特異的反応物質と特異的に反応する物質が固定された担体粒子を含む試料液中に電場
を印加し、前記担体粒子を直線的に配置した後、前記電場印加停止後の前記担体粒子の凝
集および分散の割合によって検出又は測定する方法であって、
前記電場を印加する手段として、透明電極を用いることを特徴とする生物学的特異的反応
物質の測定方法。
【請求項１５】
前記担体粒子上での生物学的特異的凝集反応による生物学的特異的反応性物質の存在を検
出または測定する方法が、画像認識であることを特徴とする請求項１４記載の測定方法。
【請求項１６】
前記担体粒子上での生物学的特異的凝集反応による生物学的特異的反応性物質の存在を検
出または測定する方法が、光学的測定方法であることを特徴とする請求項１４記載の測定
方法。
【請求項１７】
前記光学的測定方法が、吸光度スペクトルまたは透過率スペクトル測定であることを特徴
とする請求項１６記載の測定方法。
【請求項１８】
前記光学的測定方法が、特定波長の吸光度または透過率測定であることを特徴とする請求
項１６記載の測定方法。
【請求項１９】
前記光学的測定方法が、散乱光測定であることを特徴とする請求項１６記載の測定方法。
【請求項２０】
前記生物学的特異的凝集反応が、抗原抗体反応であることを特徴とする請求項１４記載の
測定方法。
【請求項２１】
前記生物学的特異的凝集反応が、核酸の二本鎖形成反応であることを特徴とする請求項１
４記載の測定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は試料液中の生物学的特異的反応物質を、生物学的特異的凝集反応を用いて測定
または検出する測定チップ、測定システムおよび測定方法に関し、特に免疫凝集反応を利
用して、微小量の試料中の被検査物質を迅速、簡便かつ高精度に測定する技術に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　液体試料中の被検査物質を検出するために、被検査物質に対して特異的に結合すること
が可能な抗体を利用する方法は従来、数多く考案されている。そのひとつに、抗原抗体反
応によって生じた免疫凝集物を光学的に検出する方法がある。
【０００３】
　この方法では、まず、被検査物質を含む液体試料に被検査物質に特異的に結合すること
が可能な抗体を一定量加えて、凝集物を形成させる。次に、凝集物に光を照射すると、光
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は凝集物に当たって散乱する為に、液体試料を透過する光量が変化する。光量の変化は、
透過光、反射光、散乱光のいずれかを測定することにより知ることができる。
【０００４】
　一般に透過光を測定する方法が免疫比濁法であり、散乱光を検出する方法が免疫比朧法
として区別されているが、凝集物による光の散乱の影響を観察するという点では同じ検出
原理であると言える。凝集物の量は、被検査物質の濃度に比例して変化するので、透過光
、反射光、散乱光のいずれかを測定すれば、被検査物質の濃度を求めることが可能である
。
【０００５】
　この方法について感度をさらに向上させる方法がラテックス凝集法である。前述の方法
において、抗体をラテックスに結合させておくと、被検査物質と抗体が結合することによ
って、ラテックス粒子の凝集物が形成される。ラテックス粒子の凝集物は、抗原抗体反応
性物質の凝集物よりもはるかに光の散乱が大きいので、より高感度な検出が可能である。
【０００６】
　ラテックス凝集法をさらに高感度化させる方法が、特許文献１により開示されている。
図１から図４を用いて、文献１に開示されている測定装置および測定方法について説明す
る。図１は、反応用チップの断面図、図２は、反応測定装置のブロック図、図３および図
４は、反応用チップの電極部分の拡大図である。スライドグラス１、２に、厚さ０．０２
ｍｍの電極３、４が、電極間距離が０．５ｍｍになるように挟み込まれている。ラテック
ス粒子２４は、スライドグラス１、２および電極３、４で囲まれた導入路１４に懸濁液と
して分散されている。電極３、４に、交流電源供給装置５を用いて交流電圧を印加し、上
記反応系に電場を印加することによって、ラテックス粒子２４がパールチェーンと呼ばれ
る直線的に並ぶ現象を起こす（１９）。
【０００７】
　その後電場を停止すると直線的に並んでいたラテックス粒子２４は再び分散する。パー
ルチェーン化の際に抗原抗体反応性物質が存在すると、電場を停止後もラテックス粒子２
４の再分散が起こらず、パールチェーン化した粒子の存在がなおも認められる。したがっ
て、電場を停止後も再分散しない、すなわち抗原抗体凝集反応に関与しているラテックス
粒子２４を、顕微鏡７、ＣＣＤカメラ８、画像処理ボード９、パーソナルコンピュータ１
０より成る画像処理装置により、ラテックス粒子２４の凝集状態を測定して、抗原抗体反
応性物質の存在を検出又は測定する（例えば特許文献１参照）。
【特許文献１】特開平７－８３９２８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら上述した方法においては、電極は、略同一平面上に存在しており、それ故
、形成されるパールチェーンは、図２に示すように、すべて前記略平面上に存在する。そ
して電場を停止したときの再分散も平面状に存在する。このとき、画像処理装置は前記略
平面に対して垂直方向からのみしか観察できないため、パールチェーンに対しては横方向
からの観察となり、前記略平面上の二次元情報しか得る事ができない。電場停止後のラテ
ックス粒子の再分散度の割合を、画像処理装置を用いて測定するためには、個々のラテッ
クス粒子の結合状態を正確に計測して、数値を出さなければならないので、画像認識の精
度を高めるため、複数枚の画像を取得して平均を求める等の必要性があった。
【０００９】
　また、画像取得の観点からすれば、光学系の焦点を合わせるため、前記略平面上のパー
ルチェーンは、できる限り同一平面上に存在する方がよい。そのため、２０μｍ以下とい
った比較的厚みの狭い反応槽内でラテックス粒子のパールチェーン化を行う必要があり、
反応チップの量産化が困難であると言う問題点もあった。
【００１０】
　本発明は上記課題を解決するためになされたものであり、試料液中の生物学的特異的反
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応物質を、生物学的特異的凝集反応を用いて測定または検出する測定チップ、測定装置お
よび測定方法に関し、特に免疫凝集反応を利用して、微小量の試料中の被検査物質を迅速
、簡便かつ高精度に測定することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の試料液中の生物学的特異的反応物質の測定
チップは生物学的特異的反応物質を、前記生物学的特異的反応物質の存在下、前記生物学
的特異的反応物質と特異的に反応する物質が固定された担体粒子を含む試料液中に電場を
印加し、前記担体粒子を直線的に配置した後、前記電場印加停止後の前記担体粒子の凝集
および分散の割合によって検出又は測定するためのチップであって、透明基板と、前記透
明基板上に形成され試料液が導入される導入路と、前記導入路中の試料液に電場を印加す
るための一対の電極と、を備え、前記電圧を印加するための一対の電極が、透明電極であ
ることを特徴とする。
【００１２】
　さらに、本発明の生物学的特異的反応物質の測定チップは試料液中の生物学的特異的反
応物質を、前記生物学的特異的反応物質の存在下、前記生物学的特異的反応物質と特異的
に反応する物質が固定された担体粒子を含む試料液中に電場を印加し、前記担体粒子を直
線的に配置した後、前記電場印加停止後の前記担体粒子の凝集および分散の割合によって
検出又は測定するためのチップであって、透明基板と、前記透明基板上に形成され少なく
とも血液成分が含まれる試料液が導入される導入路と、前記導入路中の試料液に電場を印
加するための一対の電極とを備え、前記電圧を印加するための一対の電極が、透明電極で
あることを特徴とする。
【００１３】
　さらに、本発明の生物学的特異的反応物質の測定システムは試料液中の生物学的特異的
反応物質を、前記生物学的特異的反応物質の存在下、前記生物学的特異的反応物質と特異
的に反応する物質が固定された担体粒子を含む試料液中に電場を印加し、前記担体粒子を
直線的に配置した後、前記電場印加停止後の前記単体粒子の凝集および分散の割合によっ
て検出又は測定するためのシステムであって、透明基板と、前記透明基板上に形成され試
料液が導入される導入路と、前記導入路中の試料液に電場を印加するための一対の電極と
を備えた測定用チップと、前記電極に電圧を印加する手段と、前記導入路中の情報を取得
する検出手段と、を備え、前記電極が透明電極であり、かつ前記検出手段が前記透明電極
を通して前記情報を取得するよう配置されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、免疫凝集反応を利用して、微小量の試料中の被検査物質を迅速、簡便
かつ高精度に測定または検出する測定チップ、測定システムおよび測定方法を提供するこ
とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施形態を説明する。
【００１６】
　（実施の形態１）
　まず、図５を用いて本発明の反応チップについて説明する。図５は、本発明の一実施形
態を示す反応チップの断面図である。本発明の反応チップは、透明電極１２が形成された
一対の透明基板１１を、スペーサ１３を挟んで対向させて配置し、導入路１４を形成して
いる。導入路１４には、試料液を注入するための注入孔１５および排気孔１６が形成され
ている。
【００１７】
　透明基板１１の材料としては、導入路１４内の画像情報もしくは光学的情報を取得でき
れば特に指定されるものではなく、例えば石英ガラス、鉛ガラス、ホウ珪酸ガラスなどの
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ガラス、もしくは石英などの無機物質、または、ポリメタクリル酸メチルまたはその共重
合体、ポリスチレン、ポリエチレンテレフタラート、ポリカーボネートなどの透明性を有
する有機物質が挙げられる。透明基板１１上に形成される透明電極１２の材料としては、
透明性を有しかつ良導電性の材料であればよいが、酸化インジウム錫（ＩＴＯ）が最も好
ましい。透明基板１１上への透明電極１２の形成方法は、スパッタ法、印刷法、ディップ
コート法などが選択できるが、特に透明基板１１が有機物質である場合、焼成工程が不要
なスパッタ法が好ましい。
【００１８】
　透明電極１２は、特にパターンを形成する必要はなく、図６に示すように、外部装置と
接続するための端子部１７が形成されていればよい。端子部１７は、外部装置と接続が可
能な形状であれば良く、図６に示す形状に限定されるものではない。
【００１９】
　スペーサ１３は、導入路１４を形成し、かつ試料液を注入した場合に、試料液が漏れ出
ることを防ぐことを目的としたもので、特に材料及び形成方法を限定されるものではない
が、例えば、所定の形状に抜き取った粘着性の両面シートを挟み込むように、透明基板１
１を張り合わせることによって形成される。また、透明基板１１がガラスの場合はエッチ
ングを行うことによって導入路１４を形成し、透明基板１１とスペーサ１３、導入路１４
を一体化して形成することも可能である。同様に、透明基板１１が有機物質の場合は、射
出成型法などで透明基板１１とスペーサ１３、導入路１４を一体化形成することも可能で
ある。
【００２０】
　上記のように作成した測定チップを用いて、生物学的特異的反応を行った場合について
、図７および図８を用いて説明する。本発明における生物学的特異的反応では、導入路１
４に試料液を注入後、透明電極１２に電圧を与えて試料液に電場を印加することにより、
担体粒子１８を直線的に配置して、パールチェーン１９を形成させる。
【００２１】
　本発明における電圧は、交流電圧であることが望ましい。電圧波形は、方形波、矩形波
、正弦波、三角波等を用いることができる。また、電界強度は、パールチェーン１９を形
成するため、５～５０Ｖ／ｍｍ程度を印加することが必要である。また、周波数は１０ｋ
Ｈｚ～１０ＭＨｚであればよい。
【００２２】
　本発明における担体粒子１８は、ラテックス粒子や金コロイド等の人工的粒子や、赤血
球細胞、リポソーム等の生体由来粒子を用いることができる。特にポリスチレン系ラテッ
クス粒子は、任意の粒径サイズのものが入手し易く、また表面に生物学的特異的反応物質
と特異的に反応する物質を結合し易すいので、好ましい。
【００２３】
　本発明における担体粒子１８の粒径は、パールチェーン１９の形成を妨げない範囲で選
択可能であり、０．５～１０μｍの範囲であることが好ましい。
【００２４】
　本発明における生物学的特異的反応は、ある特定の物質とのみ反応する生体由来物質と
の反応のことであり、主たるものとしては、抗原と抗体との反応つまり抗原抗体反応もし
くは免疫反応、および核酸の二本鎖形成反応などをあげることができる。
【００２５】
　上記のようにして形成したパールチェーン１９は、電場を停止することにより担体粒子
１８に分散される。しかしながら、生物学的特異的反応により、凝集反応を起こしている
担体粒子１８は完全に分散されず、図８に示すように、試料液中には再分散された担体粒
子２０と、結合を維持した担体粒子２１とが存在する。本発明における生物学的特異的反
応物質の検出又は測定では、上記電場停止後の再分散された担体粒子２０と、結合を維持
した担体粒子２１の存在する割合を測定して、生物学的特異的反応物質の検出又は測定を
行う。
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【００２６】
　次に、図９から図１１を用いて本発明における生物学的特異的反応物質の検出又は測定
方法について説明する。図９、図１０および図１１は、本発明における一実施形態を示す
反応チップの平面図である。本発明において、１対の透明電極１２は、垂直方向に配置さ
れている。そのため、透明電極１２に電圧を印加し、導入路内部に電場を印加すると、図
９に示すように、パールチェーン１９は垂直方向に形成される。図９においては、パール
チェーン１９は垂直方向に形成されているため、パールチェーン１９を形成している個々
の担体粒子１８は重なって観察され、見かけ上、１つの粒子に見える。次に、電圧を停止
すると、生物学的特異的反応物質が多い場合には、結合を維持した粒子が多く存在し、図
１０に示すように、パールチェーン１９の再分散は比較的穏やかである。一方、生物学的
特異的反応物質が少ない場合もしくは存在しない場合には、結合を維持した粒子はほとん
ど存在しておらず、図１１に示すようにパールチェーン２０は顕著に再分散される。本発
明における測定チップは、透明基板１１および透明電極１２を用いているので、導入路１
４内部の様子を電極を通して垂直方向から観察して三次元情報を得る事が可能である。そ
の場合の測定方法としては、画像認識を用いる方法に加え、光学的測定方法を用いること
ができる。
【００２７】
　画像認識を用いて測定する場合のシステムのブロック図を図１２に示す。導入路１４内
部の担体粒子１８の様子を、顕微鏡７、ＣＣＤカメラ８で画像として取得し、画像処理ボ
ード９、パーソナルコンピュータ１０を用いて、再分散された担体粒子２０と、結合を維
持した担体粒子２１の存在する割合について、例えば５画面の平均値を元に計算し、生物
学的特異的反応物質を検出又は測定する。
【００２８】
　光学式測定方法を用いて測定する場合のシステムのブロック図を図１３に示す。導入路
１４内部の担体粒子１８の様子は、光学的測定手段２１を用いて測定する。光学的測定手
段２２は、導入路１４内部の光学的特性を測定する手段であればよく、測定項目としては
、吸光度、透過率、散乱光、反射光などが挙げられる。それぞれの測定項目において、ス
ペクトル測定、特定波長測定、強度測定などの測定方法を用いることができる。中でも、
特定波長の透過率測定は、最も簡単な構成で、光学的手段２２を実現可能であり、好まし
い。
【００２９】
　（実施の形態２）
　本実施の形態を表す測定チップの平面図を図１４に示す。図１４は、チップの構成等は
、実施の形態１で示した図６とほぼ同じであるが、注入孔１５から導入路１４までの間に
、血球分離フィルタ２３が存在する。本実施の形態では、試料液として、注入孔１５から
全血を点着した場合、血球フィルタ２３において、赤血球、白血球などの血球成分が血球
分離フィルタ２３によって除去され、血漿成分のみが、導入路１４に供給される。このこ
とにより、一枚のチップに血液を点着するだけで、簡便に生物学的特異的反応物質の検出
が可能となる。
【実施例】
【００３０】
　（実施例１）
　実施例１で用いる測定チップを以下のようにして作製した。まず、絶縁基板として厚さ
１８８μｍのポリエチレンテレフタレートのシートを準備した後、その表面にスパッタリ
ングによって１０００オングストローム（１００ｎｍ）のＩＴＯ薄膜を形成した。その後
、この絶縁基板をカッティングプロッタを用いて所定の大きさに切り出して電極基板を２
枚作製した。うち１枚には、注入孔および排気孔を形成した。次に、厚さ１００μｍの両
面粘着ポリエチレンテレフタレートシートをカッティングプロッタを用いて所定の大きさ
に切り出した後、導入路部分を形成し、スペーサを作製した。最後に、作製したスペーサ
を挟んで２枚の電極基板と接着し、図６に示すような測定チップを作製した。
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【００３１】
　次に、ラテックス粒子表面へ、抗ＣＲＰ抗体を固定化してＣＲＰ測定用試薬を調製した
。ラテックス粒子への生体物質の固定化は、公知の技術として知られており、本実施例で
は、化学結合法により固定化を行った。即ち、カルボニル基が修飾されているラテックス
粒子に対して、ＥＤＣおよびＮ－ヒドロキシスルフォサクシイミドを反応させて、ラテッ
クス粒子のカルボニル基をサクシイミジル化した。こうして得られた活性ラテックス粒子
に抗ＣＲＰ抗体を反応させて固定化を行った。最後に抗ＣＲＰ抗体を固定化したラテック
ス粒子を、固形分０．２重量％となるように緩衝液に分散させて、試薬を調製した。
【００３２】
　次に緩衝液中のＣＲＰ濃度が、それぞれ２×１０－７ｍｏｌ／ｌ、２×１０－８ｍｏｌ
／ｌ、２×１０－９ｍｏｌ／ｌとなるように調製し、それぞれ測定溶液Ａ、測定溶液Ｂ、
測定溶液Ｃとした。
【００３３】
　上記のように作製した測定溶液と試薬をそれぞれ１：１の割合で混合し、測定チップの
注入孔１５から導入路へ供給した。その後、図１２に示すシステムを用いて、測定チップ
に２０Ｖ／ｍｍとなるように１００ｋＨｚの交流電圧を印加してパールチェーンを形成後
、電圧を停止して、ラテックス粒子を再分散させた。そのときの凝集率（結合を維持した
ラテックス粒子数／すべてのラテックス粒子数×１００）を、図１２に示す画像処理装置
を用いて測定した結果を表１に示す。表１の結果から、測定溶液中のＣＲＰ濃度が定量的
に測定可能であることが示された。
【００３４】

【表１】

【００３５】
　（実施例２）
　実施例１と同様に、測定チップ、試薬、および測定溶液を作製した。作製した測定溶液
と試薬をそれぞれ１：１の割合で混合し、測定チップの注入孔１５から導入路へ供給した
。その後、図１３に示すシステムを用いて、測定チップに２０Ｖ／ｍｍとなるように１０
０ｋＨｚの交流電圧を印加してパールチェーンを形成後、電圧を停止して、ラテックス粒
子を再分散させた。そのときの透過率を、図１３に示す光学的測定手段を用いて測定した
結果を表２に示す。表１の結果から、測定溶液中のＣＲＰ濃度が定量的に測定可能である
ことが示された。
【００３６】
【表２】

【００３７】
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　（実施例３）
　実施例３で用いる測定チップを以下のようにして作製した。電極基板およびスペーサは
、実施例１と同様の方法で作製した。ただし、注入孔の位置および導入路は、図１４に示
す構造となるようにした。次に、血球分離フィルタを所定の大きさに切断し、図１４に示
すように、注入孔と導入路との間にくるようにスペーサ内に配置し、実施例１と同様に測
定チップを作製した。
【００３８】
　また、実施例１と同様にラテックス粒子表面に抗ＣＲＰ抗体を反応させて、ＣＲＰ測定
用の試薬を調製した。
【００３９】
　次に、あらかじめＣＲＰ濃度が分かっているヒト全血サンプルにそれぞれＣＲＰを加え
、最終ＣＲＰ濃度が、それぞれ２×１０－７ｍｏｌ／ｌ、２×１０－８ｍｏｌ／ｌ、２×
１０－９ｍｏｌ／ｌとなるように調製し、それぞれ全血Ａ、全血Ｂ、全血Ｃとした。
【００４０】
　上記のように作製した全血と試薬をそれぞれ１：１の割合で混合し、測定チップの注入
孔１５から導入路１６へ供給した。注入孔１５から点着された全血は、血球成分が血球フ
ィルタ２３にトラップされ、血漿は血球フィルタ２３を通して、毛細管現象により導入路
１６へ入っていく。その後、図１２に示すシステムを用いて、測定チップに４０Ｖ／ｍｍ
となるように１００ｋＨｚの交流電圧を印加してパールチェーンを形成後、電圧を停止し
て、ラテックス粒子を再分散させた。そのときの凝集率（結合を維持したラテックス粒子
数／すべてのラテックス粒子数×１００）を、図１２に示す画像処理装置を用いて測定し
た結果を表３に示す。表３の結果から、全血中のＣＲＰ濃度が定量的に測定可能であるこ
とが示された。
【００４１】
【表３】

【産業上の利用可能性】
【００４２】
　本発明にかかる生物学的特異的反応物質の測定チップ、測定システムおよび測定方法は
、免疫凝集反応を利用して、微小量の試料中の被検査物質を迅速、簡便かつ高精度に測定
または検出が可能になるので、免疫凝集反応を利用して、微小量の試料中の被検査物質を
迅速、簡便かつ高精度に測定する技術等として有用である。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】従来例の生物学的特異的反応チップの断面図
【図２】従来例の生物学的特異的反応物質の存在を検出又は測定するシステムのブロック
図
【図３】従来例の電圧印加時の生物学的特異的反応チップ電極部分の拡大図
【図４】従来例の電圧停止時の生物学的特異的反応チップ電極部分の拡大図
【図５】実施の形態１の生物学的特異的反応チップの一形態を示す断面図
【図６】実施の形態１の生物学的特異的反応チップの一形態を示す斜視図
【図７】実施の形態１の電圧印加時の生物学的特異的反応チップの一形態を示す断面図
【図８】実施の形態１の電圧停止後の生物学的特異的反応チップの一形態を示す断面図
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【図９】実施の形態１の電圧印加時の生物学的特異的反応チップの一形態を示す平面図
【図１０】実施の形態１の電圧停止後の生物学的特異的反応チップの一形態を示す平面図
【図１１】実施の形態１の電圧停止後の生物学的特異的反応チップの一形態を示す平面図
【図１２】実施の形態１の生物学的特異的反応物質の存在を画像認識を用いて検出又は測
定するシステムのブロック図
【図１３】実施の形態１の生物学的特異的反応物質の存在を光学的測定法を用いて検出又
は測定するシステムのブロック図
【図１４】実施の形態２の生物学的特異的反応チップの一形態を示す斜視図
【符号の説明】
【００４４】
　１，２　　スライドグラス
　３，４　　電極
　５　　交流電源供給装置
　６　　オシロスコープ
　７　　蛍光顕微鏡
　８　　ＣＣＤカメラ
　９　　画像処理ボード
　１０　　パーソナルコンピュータ
　１１　　透明基板
　１２　　透明電極
　１３　　スペーサ
　１４　　導入路
　１５　　注入孔
　１６　　排気孔
　１７　　端子部
　１８　　担体粒子
　１９　　パールチェーン
　２０　　再分散した担体粒子
　２１　　結合を維持した担体粒子
　２２　　光学的測定手段
　２３　　血球分離フィルタ
　２４　　ラテックス粒子
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种测量芯片，一种测量系统和一种测量方法，通
过利用免疫凝集，快速，简单，高精度地测量或检测痕量样品的检测材
料。ŽSOLUTION：在这个配有透明基板的测量芯片中;形成在透明基板
上的入口路径，以及用于将电场施加到入口路径中的样本液体中的一对
透明电极，该电场被施加到包含载体颗粒的样本液体中。在生物特异性
反应物存在下，与生物特异性反应物特异性反应的物质;由此载体颗粒线
性排列，然后在施加电场停止后，通过载体颗粒的凝集和分散比进行检
测或测量。Ž
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